
船橋市出張理容・出張美容に関する衛生管理指導要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、理容師法（昭和２２年法律第２３４号）第６条の２

ただし書の規定により、理容師が理容所以外の場所で行う理容の業（以

下「出張理容」という。）及び美容師法（昭和３２年法律第１６３号）

第７条ただし書の規定により、美容師が美容所以外の場所で行う美容の

業（以下「出張美容」という。）に関し、船橋市内での取扱いについて

必要な事項を定め、出張理容又は出張美容（以下「出張業務」という。）

における衛生の確保及び向上を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において使用する用語は、理容師法及び美容師法におい

て使用する用語の例による。 

 （出張業務を行うことができる場合） 

第３条 出張業務を行うことができる場合は、理容師法施行令（昭和２８

年政令第２３２号）第４条及び船橋市理容師法に基づく衛生に必要な措

置等を定める条例（平成２４年条例第４７号）第４条並びに美容師法施

行令（昭和３２年政令第２７７号）第４条及び船橋市美容師法に基づく

衛生に必要な措置等を定める条例（平成２４年条例第４８号）第４条に

該当する場合とする。 

 （出張業務を行うことができる者） 

第４条 出張業務を行うことができる者は、理容師又は美容師（以下

「理・美容師」という。）であって、次の各号に該当する者とする。 

①   船橋市内において理容師法第１１条の２の規定による確認を受けた

理容所又は美容師法第１２条の規定による確認を受けた美容所（以下

「理・美容所」という。）の従業者であって、当該理・美容所の洗浄、

消毒設備を利用できる者 

②   出張業務に必要な器具類の洗浄、消毒設備を有する者 

（衛生措置） 

第５条 出張業務を行う場合に講じなければならない衛生措置は別表のと

おりとする。 



（出張業務開始の届出等） 

第６条 第４条第２号に規定する者が市内において出張業務を行おうとす

る場合は、出張業務届（様式第１号）に結核、感染性の皮膚疾患その他

厚生労働大臣の指定する伝染性疾病の有無に関する医師の診断書（発行

１か月以内のもの）を添付し、出張業務を行う際の携行品及び消毒用品

を提示し、あらかじめ船橋市保健所長（以下「保健所長」という。）に

届け出なければならない。 

２ 前項の届出を受けた保健所長は、届出者の講じる衛生措置が適当なも

のであると認められるときは、出張業務届に収受印を押印したのち、写

しを交付するものとする。 

３ 出張業務届の写しの交付を受けた理・美容師は、出張業務を行うとき

には、当該写しを常に携帯し、関係者の求めがあったときは、これを提

示しなければならない。 

（変更届出等） 

第７条 出張業務を行う理・美容師は、前条第１項の規定により届け出た

事項のうち理・美容師の氏名、住所、連絡先に変更を生じたとき、又は

その出張業務を行わなくなったときは、出張業務（変更・廃止）届（様

式第２号）により、すみやかに保健所長に届け出なければならない。 

（指導監督等） 

第８条 保健所長は、必要があると認めるときは、出張業務を行う理・美

容師に対し、当該業務に関して必要な報告をさせ、又は利用者等の同意

のもとに出張業務の場所等に環境衛生監視員を立ち入らせ、その衛生措

置の状況を確認させることができる。 

２ 保健所長は、前項の場合において出張業務を行う理・美容師の衛生措

置が不十分であることを確認したときは、適切な衛生措置を講ずるよう

指導するものとする。 

附 則 

１ この要綱は、平成２５年７月１日から施行する。 

２ この要綱の施行の際、現に出張業務を行っている者に対する第６条

第１項の規定の適用については、同項中「あらかじめ」とあるのは、

「この要綱の施行後遅延なく」とする。 



   附 則 

 (施行期日) 

１ この要綱は、平成２７年１０月１日から施行する。 

 (経過措置) 

２ この要綱の施行の際現に調製されている用紙は、当分の間所要の調整

をして使用することができる。 

   附 則 

１ この要綱は、平成３１年３月２６日から施行する。 

   附 則 

 (施行期日) 

１ この要綱は、令和３年１月１日から施行する。 

 (経過措置) 

２ この要綱の施行の際現に調製されている用紙は、当分の間所要の調整

をして使用することができる。 

 



別表 

     船橋市出張理容・出張美容における衛生措置 

 

第１ 作業環境 

 １ 不特定多数が利用する施設等において出張業務を行う場合には、作業及び衛

生保持に支障を来さないよう、他と区分された専用の作業部屋などにおいて行

うことが望ましいこと。 

 ２ 作業を行う部屋（場所）の床及び腰張りは、コンクリート、タイル、リノリ

ウム、板等の不浸透性材料を使用した構造が望ましいこと。 

 ３ 作業を行う部屋（場所）は、不必要な物品等がないことが望ましいこと。 

 ４ 作業を行う部屋（場所）は、採光、照明及び換気を十分にすること。 

 ５ 作業中に使用できる専用の洗浄設備を設けることが望ましいこと。 

第２ 携行品等 

   出張業務を行う際には、次の器具等を携行すること。 

 １ 洗浄及び消毒済みのはさみ等の器具と、これらを衛生的かつ安全に収納でき

る容器 

 ２ 使用済みのはさみ等の器具を、安全に収納できる容器 

 ３ 消毒された布片類・タオルと、これらを衛生的に収納できるもの 

 ４ 外傷に対する救急措置に必要な薬品及び衛生材料 

 ５ 手洗いに必要な石けん、消毒液等 

第３ 管理 

 １ 作業環境の管理 

 （１）  作業を行う部屋（場所）には、みだりに犬（身体障害者補助犬を除

く。）、猫等の動物を入れないこと。 

 （２） 作業終了後は、作業を行う部屋（場所）の清掃を十分行い、清潔にする

こと。 

 ２ 携行品等の管理 

 （１） 洗浄及び消毒済みの器具類等は、使用済みのものと区別して、収納ケー

ス等に保管すること。 

 （２） 血液の付着した器具又はその疑いのあるものは、それ以外の使用済みの

器具と区別して、丈夫な容器に保管し、適切な処置を行うこと。 



第４ 衛生的取扱い等 

 １ 作業を行う部屋（場所）には、施術中の客及び介助者以外の者をみだりに出

入りさせないこと。 

 ２ 作業中、理・美容師は清潔な作業衣を着用し、顔面作業時には清潔なマスク

を着用すること。 

 ３ 理・美容師は、常につめを短く切り、客１人ごとの作業及び作業後には手指

の洗浄を行い、必要に応じて消毒を行うこと。 

 ４ 作業を行う部屋（場所）においては、喫煙及び食事をしないこと。 

 ５ 皮膚に接する器具類は、客１人ごとに消毒した清潔なものを使用すること。 

 ６ 皮膚に接する器具類は、使用後に洗浄し、消毒すること。 

 ７ 皮膚に接する布片類は、清潔なものを使用し、客１人ごとに取り替えること。 

 ８ 毛そり用の石けん水は、客１人ごとに取り替えること。 

 ９ 消毒液は、適正な濃度のものを使用し、常に清潔に保つこと。 

１０ 使用後の布片類は、他のものと区別して収納しておき、洗剤等を使用して

温湯で洗浄することが望ましいこと。 

 １１ 蒸しタオルは消毒済みのものを使用すること。 

 １２ 客用の被布は、使用目的に応じて区別し、清潔なものを使用すること。 

 １３ 作業に伴って生ずる毛髪等の廃棄物は、客１人ごとに清掃すること。 

 １４ 毛髪等の廃棄物は、ふた付きの専用容器や丈夫な袋などに入れ、適正に処

理すること。 

 １５ 皮膚に接しない器具であっても汚れやすいものは、客１人ごとに取り替え

又は洗浄し、常に清潔にすること。 

 １６ 感染症、感染性の皮膚疾患の患者又はその疑いのある者を扱う場合には、

マスク、手袋等予め防護措置をとること。また、このような者を扱ったとき

は、作業終了後、従業者の手指及び使用した器具等の消毒を特に厳重に行う

こと。器具等の消毒については、感染症法に基づく消毒・滅菌の手引き（平

成１６年１月３０日健感発第０１３０００１号厚生労働省健康局結核感染症

課長通知）等を参考にすること。 

１７ パーマネントウェーブ用剤、染毛剤等の使用に当たっては、医薬部外品及

び化粧品として、薬事法による承認を受けたものを適正に使用し、その安全

衛生に十分留意すること。また、使用によってアンモニア等のガスが発生す



る場合には、特に排気に留意すること。 

第５ 消毒 

   理容所及び美容所における衛生管理要領（昭和５６年６月１日付け環指第９

５号厚生省環境衛生局長通知）に準じること。 

 



様式第１号（第６条関係） 

（表面）  

 

出張業務届 

 

        年  月  日  

船橋市保健所長 あて 

住所 

 

理・美容師氏名               

連絡先 

 

次のとおり、出張業務を行いたいので、船橋市出張理容・出張美容に関する衛生管理指 

導要綱第６条第１項の規定により、届け出ます。 

区分 □出張理容 □出張美容 

免許番号 
    国 

    都道府県 第      号 

    国 

    都道府県 第      号 

結核、皮膚疾

患その他厚生

労働大臣の指

定する伝染性

疾病の有無 

無 ・ 有 

出張理由 

□疾病その他の理由により理・美容所に行くことができない者に対して行う場合 

□婚礼その他の儀式に参列する者に対してその儀式の直前に行う場合 

□特別養護老人ホームその他これに類するものに入所している者に行う場合 

□演芸等に出演する者に対してその演芸等の直前に行う場合 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出張業務を行う時は、船橋市保健所長が衛生措置につ

いて適当であると認め、収受印が押印された出張業務届

の写しを携帯すること。 

※収受印欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受理番号 



（裏面）  
 

携
行
品 

器具等 

□はさみ     本   □くし     本   □タオル    枚 

□かみそり    本   □ブラシ    本    

□その他                       

器具類 

収納容器 

□消毒済み器具                □消毒済み布片類・タオル                

□使用済み器具                □使用済み布片類・タオル                

その他 

□マスク        □作業衣        □廃棄物収納容器  

□石けん        □速乾性擦式消毒剤   □応急用薬品・衛生材料    

□その他                  

消
毒
用
品 

機器 □煮沸消毒器    □蒸気消毒器    □紫外線消毒器 

薬品 □消毒用エタノール □逆性石けん    □その他の薬品             

 

設備 

 

 

□消毒用バット    個        □２つビン    個  

□メスシリンダー     mL／    mL 

 

 消毒方法 

 

①かみそり（レーザーカット用を除

く。）、血液の付着している器具又は

その疑いのある器具 

 

 

□煮沸 

□エタノール水溶液 

□次亜塩素酸ナトリウム水溶液 

 
 

 

②かみそり以外で血液の付着してい

る疑いのない器具（①以外の器具） 

 

 

 

□煮沸 

□エタノール水溶液 

□次亜塩素酸ナトリウム水溶液 

□逆性石けん 

□その他                 

 

消毒場所 □自宅    □その他の場所                        

備考 

１ 該当する項目の□にレ印を記入してください。 

２ 持参するもの 

ア 理・美容師免許証（原本） 

イ 理・美容師の結核、感染性の皮膚疾患その他厚生労働大臣の指定する伝染病疾病の有

無に関する医師の診断書（発行１か月以内のもの） 

ウ 出張業務を行う際の携行品及び消毒用品 

３ 出張理容及び出張美容を行う場合は各１部ずつ提出するものとする。 

 

様式第２号（第７条関係） 



 

 

出張業務（変更・廃止）届 

 

                                                  年  月  日  

船橋市保健所長 あて 

住所 

 

理・美容師氏名               

連絡先 

 

 次のとおり、出張業務を（変更・廃止）したので、船橋市出張理容・出張美容に関する衛

生管理指導要綱第７条の規定により、届け出ます。 

受理番号 

 

 

□ 

届

出

事

項

の

変

更 

変更事項 

 

□住所 

□氏名 

□連絡先 

旧  

新  

変更年月日     年   月   日 

□

廃

止 

廃止年月日     年   月   日 

   

備考 該当する項目の□にレ印を記入してください。 

 


